コールドウェルの描く世界 by 清水 春雄 & Shimizu Haruo
コ ー ル ドウ ェ シ の描 く世 界 (1)
コー ル ドウ ェル の描 く世界
清 水 春 雄
1
ErskineCaldwellの描 く世界 を、假 りに 鳥鰍圖 的 に 眺 め わた した場
合、どの ような景襯が特 にわれわれの眼に際立つて爲るで あろ うか。勿論作家
の長v・経歴 を考 之るな らば、初期の作品 も媛期の作品 も同 じ特徴 を表わ して、
同一の露面の上 に凡てが描 き鑑され ようなどとは期待出來 なVb。又 蒲 し所 謂
myriad-mindedな作家であるとして、描 く世界が個々蜀立の 景襯を呈するな
らば、その個 々それぞれに意義 を持ち得 るので あつて、強いて類似や一貫性 を
見出そうとしても、その ような企ては徒勢 に蹄す るであろうし、叉 そうした努
力は無意味で もあろう。併 し突然攣異はあるとして も、一鷹一作家の特定期 に
於ける作 品群 に、或 る程度の類似性の存することは假定出來 る問題で あ り、叉
作家が生涯に亘つて或 る傾向を帯びてV・る場合があるとい うこと も同様 假定出
來る問題である。今Caldwellの世界 を見渡すとして、翼の進み と共に爲 し出
される山川の眺めに何 らか似通つた特徴が認められない ものであろうか。初め
と絡 り と言 うて も最近 とい う意味 では、その眺めにどのような隔 りが
あるか。或は一貫 した特 色が見出されるのではなか ろうか。
問題は結局Caldwel1の作品に表わされた内容的な特徴の異同或は推移 を槍
討することとなるので あるが、先づ その初期の作品 と後期の作品に於け る夫 々
の特徴を比較 して見たい。尤 もCaldwellの作家 としての生涯 は未だ絡つたの
で はない。從來の族の方向を延長 して見て も、果 して目新 しい眺 めに出会 うか
どうか との疑問 もあるであろうが、併 し今後彼はどの ような新 天地 を開拓 し
て、從來 とは全 く別個 の世界を描き出すか も計 り知れない。随つて後期 とい う
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語 を 用 い る の は 穏 當 で は な い で あ ろ うが 、 比 較 的 最 近 の 作 を概 括 す る と い う意
味 で この 語 を用 い る もの と解 され た い 。 極 め て 概 読 的 な試 み で は あ るが 、 論 を
進 め る便 宜 の 上 か ら、 初 期 並 に 後 期 の 作 品 に 表 わ れ て い る特 徴Dう ち 主 要 な る
も の を、 次 の 如 く摘 出 して 見 る。 初 期 の 作 品 と して はT・bacc・R・αd〈1932);
G。d,5LittZeAcre(1933);J・u・naymαn(1935)等を 中 心 と して 考 えて 居 り、後
期 の 作 品 と して はEpis・deinPalmett・(1950);PlαceCαlledEstherville
(1949);TheSureHαndofCod(1947)等を 主 と して 考 えて 居 る。
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初期の特徴 として総 じて言い得 ることは、前表の示す通 りで ある。南部の貧
農 の一家を舞豪 として居 り、随つて一家の主 人の 日常の關心事 は物に ある。物
tt・・一ル ドウェルの描 く泄界(3)
の獲得 によ り生活の向上 を希 う。 その底 流の上 に家 族 員或 は その親 近者 の性 生
活 の赤裸 々な描爲 を俘 うもので ある。彼 等の就会 は物質的 に も精 神的 に も全 ぐ
外部 の文 明肚会 か ら孤立 して、一種 の エアボケ ッ トの ように置 き忘れ られた肚
会で あ り、頑 迷 に迄 異常な信 條 を抱 く人 々が描 かれてい る。
Caldwe11の貧農…生活の爲實的 な描爲 は見事で あ る。 その背 景 は殆ん ど彼の
生地Georgiaの田舎で ある。 彼 は1903年12月17日に同 州Cowe七a郡Whi七e
Oak(Atlantaの東南約40哩の一塞 村)に 生れた。長老教会派 の牧 師で あPた
父IraSylves七erCaldwellの任地 關係で 、少 年時代 の居所 は南部 各地 を韓
々 として い るが 、15歳の時 、父がGeorgia州のWrensとv・ う田∫の敏会 に落
付 いてか ら、彼 もその附近 の土地 に親 しみ なが ら多感 な時 代 を過 した。當時 そ
の 町 は人 ロー 千位で、實際の タバ コ路 に も近 い とい うことで あ る。
彼 の描 く世界 は もとよ り小読 とい う誇張 はあ るとしτ も、 その基 く田園の知
識 、 この土地 の風物及び言語 を含 めた貧 農 生 活 の 實 態 につ いての知識 は全 く
fir前handなもので あつ て、彼 の初期 作品に見 られ る生 々 しい迫力 は全 くこの
知識の完全支配の賜 で ある。
彼 の全作晶 を通 じて言Vb得ることで あ るが、 どち らか と言 えば彼 は風 景描 鴇
は好 まない よ うで あ る。 田園の場合で も都 会の場 合で も、 中心主題 の動 きに急
であつて、風景描爲 などに意 を留め てい る饒 裕が ない。恐 ら く彼 はS七einbeck
の題(σ,。pes。fm・αth,Gh.III)や蝿(TheM。yw。,dB・・,ch.Ilr)な曽
どの動 きを、 もどか し く感 じるで あろ う。Calbwellの作 品 で は人物 の劇 しVO
動 きの 印象は淺 るが、 その 人物 や事件 の場 を と りま く町 や野 山の背景 は全 く膜
糊 と して いる。 併 しそれは どこまで も彼 が焦鮎 を鮮 明に しよ うとす る意 圖 に基
くもので あつ て、例 えば初期作 品 のよ うに家族 を中心 とす る場 合には、 その家
族 員の動 きの場た る家 或 は畑 地 その ものの 描 爲 は極 め て 細 か い。Tobacco
RoadのJee七erLes七erの家 は、
The伍ree-roomhousesa七precariouslyons七acksof七hinlime-
rockchips七ha七hadbeenplacedunder七hefourcorners.The
stoneshadbeenlaidoneontopof七heo七her,七hebeamsspiked,
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andthehousenailedtoge七her.Theeaseandsimplici七ywi七h
whiGhi七hadbeenbuil七wasnoweviden七.Thecentreofthe
l)uildingsaggedbetween七hesills;七hefron七porchhadsagged
Ioosefromthehouse,andwasnowafootormorelower七hani七
〇riginallywas;a,nd七heroofsaggedin七hecentrewhere七he
suppor七ingraf七ershadbeencarelesslyput七〇ge七her.Mos七〇f七he
shingleshadro七七ed,andaf七ereverywind-stormpiecesof七hem
werescft七七eredinalldirectionsabou七七heyard.When七heroof
leaked,七heLes七ersmovedfromonecornerof七heroom七 〇
another,七heirmovemen七sfinallyouUas七ing七ltedura七ionof'七he
rain.Thehousehadneverbeenpain七ed.(ch.1)
と描 か れ こ(いる。 一 軒 の 家 の 描 為 に これ だ け の 行 を 用 い る の はCaldwe11と し
て は 稀 有 の こ とで あ る が 、 これ は も と よ り風 景 と して の 黙 描 で は な い 。Jee七er
自身 の 口か ら貧 乏暮 しの 愚 痴 を聞 く よ り も、 この 雨 も りを避 け て逃 げ 廻 ら ね ば
な らぬ ガ タ ピ シ の 小 作 小 屋 が 、 一 家 の 窮 迫 を 明 白 に物 語 つ てV・る 。 即 ち 貧 し さ
を爲 さん が 爲 の 必 要 か らの 筆 で あ る。
God・sLittleAcreでは 一 家 の 働 き場 所 と し て の 家 の 附 近 の 畑 、 今 は 金 鑛 掘
りの 爲 に 赤 い 泥 土 と黄 色 な 砂 の 山 に 埋 もれ 、 そ の 間 に廣V・赤 い 穴 の 口か ら見 え
る作 物 の な い 荒 涼 た る 畑 地 が 鮮 か に 浮 ぶ 。(ch.1,XX)こ れ も周 漫 の 風 景 と し
て で は な く、 黄 金 熱 に と りつ か れ て 家 業 を顧 み ぬ 一 家 の 生 活 振 りを描 く必 要 か .
らで あ る 。 序 で な が ら後 期 の 作 品 で は 個 入 を 中 心 と して居 る爲 も あ るが 、 主 人
公 の 住 み 家 の 描 爲 は 背 景 と共 に極 め て 不 鮮 明 で あ る 。 都 会 の 風 景 は す べ て輪 郭
が ぼ や け てbるo
T・bacc・R・αdのJee七erの 家 は前 述 の 通 り粗 末 な 安 普 請 の 小 作 小 屋 で あ つ
て 、 息 子 のDudeが 羽 目板 に ボ ー ル を ぶ つ け る と家 全 膣 が ぐ らつ く程 度 の も
の で あ る。 この 家 を と りま く畑 は 雑 草 が 葬 々 と 生 い 茂 っ て い て 、 も う七 、 八 年
も耕 さ ぬ ま ま に 放 つ て あ る。 金 が な く て植 えつ け る棉 の 種 子 も肥 料 も買 わ れ な
い め で あ る。 春 に な つ て 池の 百 姓 た ち が 播 種 の 用 意 に 雑 草 を 燃 や し は じ め る
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と、その煙 の匂 い を嗅 いでJee七erは氣 が狂 いそ うに な る。町 の人が工場 行 き
をすす め、女房が 工場 へ行 きたが つて も彼 は頑 として土 地 を動 かぬ。 その土地
も今 で は借 金のか たに と られて 、 自分の もの としては一 工一カ ーも淺 つていな
い。 もとの親方が農業 に見 切 りをつ け て町へ 引越 して しまつ てか ら、土地 と小
屋 を放 りなげ るよ うに無賃で使 わせ て置いてあ る。
そ うい う土地で あつて もJee七erの土地へ の愛着 は極 めて強V・。 「俺 は五 十
年 も百姓 を して來 た。親 父 も組 父 も百姓 だつた。土地が俺 を つ か ま え て 離 さ
ぬ。他の奴 らの よ うに綿 工場なんぞへ 行 きはせ ぬ」(ch.IDと 言 い、「工場 は
人間が作 つた もの だが 、畑 は紳様の お造 りになった ものだ 」(ch.皿)と 、土
地 への執 着は祠1への信 頼につ なが つ てい る。彼 は一生親方の爲 に働 いて來 た。
そ して神様 にはす るだ けの事 は して來た。 その 自分が ど うして今無一物 になつ
て いるのか 課が解 らなかつた。併 し神 様 は 人 間 の 面 倒 を見て下 さる ものだか
..
ら、きつ とやがて種子 も肥料 も授 けて下 さるだろうと待つている。椰様は金持
が貧乏人か ら取 り上げたもの をきつ と返 して下さるに違いなv・。その うちには
親切な紳様は慈悲 をお垂れになつて、着物で も食べ もので も不足のないように
恵んで下 さるに運いない・ と揺 るがぬ神への盲 目的 な信 頼 を持ちつづけてい
る 。
彼 の 家 に は 財 産 と畳 しvoもの は何 一つ なv・。 抵 當 に 入 れ て 金 を 借 りる に も品
物 が な い 。 町 の 屑 鐵 屋 で も 相 手 に して くれ な か つ た 古 自動 車 が 一i藪あ るだ け
だ 。 そ れ も今 は タ イ ヤ が 全 部 傷 ん で い て 、 何 とか 修 繕 し よ う と焦 つ て い る所 で
あ る。 畑 の 準 備 の 金 が な い 計 りか 毎 日の 食 物 が 殆 ど な い 。Therehadbeen
veryli七tlein七hehouseagain七ha七day七〇eat;somesaltysoupAda
ha,dmade1)yboilingseveralfa七一backrindsinapanofwa七er,and
cornbread,wasall七herewaswhen七heysa七downtoea七.(ch.1)
TobaccoRoadはJee七er一家 が 娘 の 亭 主LOvの 蓮 ん で 來 た 蕪 蓄 を 奪 い 取 る
場 面 で 初 ま る が 、 これ は 先 づ 農 民 の 室 腹 に よ つ て そ の貧 し さ を世 に 訴 え て い
る。
c・d'sLittleAcreのTyTy・一一fiも貧 しい 。 食 物 の 不 自 由 な こ と も使 つ てv・
(6)人 丈 研 究 第 八 輯
る黒奴等 に食物 を請 求 され る場 面が先づ示 して い る。 との一 家 は秋 か ら冬にか
けての 生活費 が ないので 、町 に住んで い る長男か ち借 りた い と思 つ てい るが、
彼等 はTobaCCO拓α4の 家族程 には窮 迫 していない。TyTyが長 男の家 に借金
に行つ た時 、"There'snosenseinamanwi七hahundredacresaud七wo
muleshaving七〇run七〇 七〇wnevery七imeheneedsabunchofbee七s.
Raisei七〇n七heIandou七here."(ch.XII)と息 子に きめつ け られ てい る
が、 これ は正にその通 りなので 、黄金熟 に と りつかれて い るTyTyは 家に居 る
息 子二人 と小作 の黒奴 等に手傳 わせ て 、過 去15ケ年 も自分 の畑 で金鑛 掘 りを績
けて居 り、土地の大方 は大 きな坑 と土盛 りの 山で荒 されて、棉花作 りは淺 りの
土地 ぼんの一部 だけにすぎない。 百工 一カ ーの土地 を持ち二 頭の麟1馬を持つ て
い る農家 として 、畑作 に專念 すれば 、充分 に暮 して行 け る筈 なので ある。永 年
畑作 を殆 ん ど顧み なか つた爲 の貧 乏 なので ある。 家の者 や小作の黒奴 二家族の
食糧 や、騒馬 の飼 料 を買 う金 もな くなつて、 とうとう李素 相手に されない長 男
の所へ無 心に行 く始末 となつた。
この よ うに 日々の暮 しに も困 りなが ら も猫金 掘 りはやめ ない。他 人が何 と言
お うと自分の 「科 学的方法 」で績 けて行けば必 す探 し當て られ る と確信 して い
る。貧 しいJee七erが神 を深 く信 じて いた ようにTアTyも 信 心 深 い 。 自 ら も
``1,vea・lwaysbeenareligiousInan,・ill][nyIifoIhave.,,(ch.工1)と言 つ
てい るが 、彼 は27年前 いま持つ て いる土地 を買 つた時 、 その うち一一工 一 カーを
紳様 に捧 げ る爲 にの けておV・た。 そ してその一 工一カーの土地 か ら穫れ る もの'
は なんで も毎年敏会へ持 つて行 くことに してv・た。 どん なに少 ない もので も自
り
分の持 つて いる もの は榊様 と頒 け合 うことを 自慢 に思 つている。黄金熱 に と り
つ かれてか ら紳 様の土地 を掘 り返 す ことを惧 れて、又同時 に息 子等 は紳 様の土
地で鑛脈 に當つ て金 を牧 師 に とられる ことを惧 れて 、 その一 工一カ ーを農場 中
の あち ら こちらへ と移 して い る。今で は何 も植 えす 雑 草の生 えるままになつ て
い る。 この物語の 中だけで も最初 は向 うの森近 くに あるのが、 そ こを掘 りた く
な ると、家の下(ch.工II)、農場 の裏手(ch.V皿)、 嫁 の傍(ch.XVII工)
へ と移 してv・る。移 し方 は簡軍で あ る・先づ最初 の家 の下 に移 す 場 面 を 見 よ
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う。 息rr・らが 向 うの 榊 様 の 土 地 の 下 に 金 鑛 が あ る よ うな 氣 が す る と主 張 す るの
で 父 は 叉 その 土 地 を移 す こ とに 腹 を き め る。 何 虚 に す るか とい う段 に な つ て 嫁
が ヒ ン トを與 え る。
."Whydon,七youpu七i七 〇verherewhere七hehouseandbarnare,
Pa?(}ri白eldasugges七ed.``There,snothingunderthishouse,and
youcan,七b・ediggingunderi七,anyway'."
``Inever七houghtofdoing七hat,Griselda,,,TyTysaid,``bu七i七
suresoundsfine七〇me.IreckonI,11shifti七〇ver'herelNow,
1,1npre七七ymuchglnd七〇ge七 七ha七〇ffmymind.(Gh.III)
とTyTyは も う安 心 し てV・る。 そ こ に 居 合 せ た 客 のPlu七〇が 、 早 く も移 した
の か と訪 つ て た す ね る。 その 懸 答 は 吹 の 通 り。
Plu七〇 七urnedhisheadan(lIookeda七TyTy.``Youhaven,七
shif七edi七already,・haveyou,TyTy?,,heasked.
"Shif七edi七already?Whysure.ThisisGod'sli七七leacrewe're
sit七ingonrigh七now.Imoveditfromoveryonder七 〇right
here.,'
You,r9七hequickes七manofac七ion1,veeverheardabou七,"
Plu七〇said,shakinghishead.``And七hat'safac七.,'(lbid.)
この 通 りい と 簡 輩 に手 早 く片 付 く。 決 して 紳 檬 の 土 地 を失 くす る こ と に は 賛
成 し なV・が 、 扱 い は この よ うに 手 輕 に 濟 む 。 そ れ は彼 が 榊 様 を 自分 の 心 の 中 の
問 題 と して い るか らで あ る。 再 度 家 の 傍 に 移 して か らは も う動 か す ま い と心 に
誓 つ た が ・ 息 子Buckが 間 もな く皐 を殺 し、 そ の 罪 に 自 らの 命 を絶 と う と家 を
去 る時 、TyTyは 神 様 が この 息 子 を守 つ て 下 さ る よ う に と念 じ て 、 彼 の 行 く先
き先 き に そ の 土 地 が 移 つ て 行 くよ うに 所 る。(ch.XX'>Buckが罪 を犯 す 前 の
晩 にTyTyが この 息 子 に云 い 聞 か せ て い る 言 葉 が あ るが 、 そ こ に彼 の 紳 観 が 窺
え る。 「お前 も心 の 中 に紳 様 を持 つ よ う に な れ ば 、 生 き て 行 く こ とが 夜 書 努 力
す る 甲斐 の あ る もの だ と解 る だ ろ う。 わ しは 激 会 で 聞 か され る榊 様 の こ と を云
つ て い るの じや なv・。 か らだ の 中 に お られ る 神 様 の こ と を言 つ て い るん だ 。 こ
'
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の神檬が生 きて行 くの を助けて 下 さるのだか ら、 ほん と うに有 り難 い と思つ て
い る。だ か らわ しは初めつか ら紳檬 に一 工一カー捧 げているのだ。わ しは どこ
か身 近 な場 所で 、そ こに立つて 神 様 を感 ぜ られ るような所 を持つ ていた いの
だ。 ・・…・お前 たちは見た り燭つ た り出來 るものの こと しか考 乏ない よ うだが 、
生 き るつて い うことは そん な もの じや ない。 心の 中に感 じることの出來 る もの
が大事 なのだ。そ りやた しか に神檬 はあの土地か ら一 ぺ=・一も貰 つてV・ない。
だが 肝心 な ことはわ しが耐1様に捧 げ る土地 をこしらえた 事實 だ。 それ は神様 が
わ しの 心の 中にv・らつ しや る誰撮 だ。」(ch.XVIID～二の よ うに紳 を信 す る こ
との篤v・彼 で はあるが、同時 に彼 の 自已信頼 も強 く、金鑛 獲掘の手はゆ るめ な
V・。 自己 の所有地 の どこか に必す金が あ ると信 じて いる。兄弟 喧嘩の血で 庭先
を汚 されて、念願 してv・た家 内平 和の夢が完全 に くつが えされて も、依 然 と し
て彼 は坑掘 りをやめない。
榊 を心に抱 き乍 らもな お物へ の執 着に囚われて いる家長の姿 は、 これ ら初 期
の作 品に共 通で ある。 事件 の型 は異 るが 」・urneynzanの中の農家 の主C1乱yも
帥 を怖 れ叉神 を求 めてい る人物 である。 併 し物語の興味 はその底流 に あるので
はな く、 その流れの表面に浮び 出 る次 々の事件 一 一主 と して 性 的 な ～ にあ
る。性 の問題につ いて は項 を改 めて論 す る。
以上 の諸勲 を後期の作 晶 と比較 して見 よ う。後期の特 徴 と して総 じて言 い得
る ことは前 に掲 げた表の 通 りで あ る。南部 の小都 会 を舞妄 として個 人一一 その
多 くは 女主入公 が中心で あ り、彼 女 らの 最大 の關心事 は 正常 の結婚 を して
李和 な家庭生活 を螢みた い とい う希へ/・で あ る。 この希いの實現 を阻 み 妨げ る次
々の事件 の嚢生 と、彼女等の絡 局の諦 め或 は 自棄 に共通 の結 びが認 め られ る。
Caldwellに於て都 会生活の描爲が 、 田舎 の それに比べ て著 し く生彩 を欠V・
て いる ことは先 に述べ た。殊 に風景描 爲 はここで も饒 り問題 にされて いない。
例 えばEpuisodeinPαZmettoでは 女 教 師Vernonaが政 治家Milledgeと
ドライ ヴす る町 の郊 外 には、Palmetto(倭生 の 綜 欄 の一種)の 立 ち並ぶ道路
(ch・IV3)が目立つ 位の もので あるが、 それ とて も此 の町の名の 由來す ると
ころを読明 するため に描 かれた もので ある。Vernonaは下 宿 してい るが、 そ
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の家 は白塗 りの二階建 とい う以外 は殆 ど読 明がな く、部屋の描 爲 も乏 しい。 こ
れ らはTobαCCORoadの家 と比 ぺ て甚 だ朦朧 と して い る。TheSureHαnd
・fC・dのMolly母子の佳居 も輪郭が判然 としない。併 しこれ は知識の問題で
はな く寧 ろ要否 の問題であ ろ う。初期の作 品で は貧 しさを表 わす爲 に 宅人公の
身遽 、 その境遇 の細か な描爲 を も必要 と したので あ るが 、後期の場 合 は大膣 に
於 て 中流 に近い生活 を扱い 、事件の 獲展 と主 人公の 心理 の 動 き を描 くのが急
で 、背 景描爲 は疎 んぜ られ てい るので あ る。
初 期の作 晶で は主 人公の信心振 りを述べ たが 、後期の作 品で は全 く棘信心の
話 が出 ない。 叉信 念 も常 に動揺 してい る。女 主人公達 は始絡不安 の念か ら睨れ
られ ない。 そ して綜 局 惧れ避 けてV・た蓮命 に恰 も神の確か な手 に導か れ る如 く
引 き入れ られ る。結 び もすべ て決 定論的 な宿命槻 を感 じさせ られ る。
Epi'sodeinPalmettoの主人公 はカ レヂ 出の女i敦師,Vernonaであ るが 、彼
女 は一 二年田舎で勤 めてか ら平 和 な 家 庭 生 活 ζ 入ろ うと望んでv・る。New
Yorkで 自堕落 な妾 ぐ らしをしてい る姉が あ るが、 自分 は決 して姉の よ うには
な るまい と希つて い る。所が彼 女の美貌が 多 くの男の禮 讃 と女たちの嫉 妬 をも
た らし、爲 に着 任一週 間で、 この町 に過 去藪年 なかつ た よ うな セ ンセ ィシ 。ン
を巻 き起 し、逮 に避 けよ うとして いた蓮 命 に屈 して妻の ある男 と族 に出 る。
PlaceCαlledEsthervilleでは町 に出て仕事 を見つ け李 和に 暮 そ うと、田
舎 の学 校を卒 えて やつ て來 た混血見の姉弟KathyanneとGanlsが、これ も
努 めて避 けよ うとす る事件 を美 しきが 故に次 々と惹 き起 し、最 後 には弟 は白人
に撲 殺 され姉 は白人の子 を生む。 ・
TheSureHandofGoaでは 夫 に 死 別 して 糧 道 をたたれたMollyが 、娘
Lilyを適當 な相手 に嫁がせ 、自分 も早 く再婚 したい と希 うが、昔の身持が悪か
つ た とい う評判 が崇つて ま ともに世間の相 手に されす、 とどのつ ま りは娘 は出
奔 し、 自分 は赤線匝域の 女將 とな り下 る。
女教 師には 自 ら も感 じてい る自分の性 的魅 力が、.或は制御 を超 えて何 時事 を
起 し失職 を招 くか も知れ ない とい う不安 、混 血兇 にはcoloredpeopleをね ら
うこと をスポ ー ツの如 く心得 て居 る白人枇会 に於て、如何 に彼 らと事 を起 さす
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に暮せ るか との腐心、寡婦には前身を問題にされ世間の除け者にされ又闇の 女
に顛落 しは しないか とい う懸念、があ るがいつれ も愼 み深 く世 を渡ろ うとす る
善意が彼女等 を断 えざる不安に陥れてv・る。併 し彼女 らはいつれ も神に縄 ろう
とは考えていなV・。 これは初期作品に於ける盲信的な態度とよき封照 をな して
い る。
し 皿
前項 は初期 と後期 に於 け る諸特徴 の うち、互に劉照 をなす とみ られ る黙 を主
として考 えたので あるが 、次 に爾期 に相通 す る特 徴 につい て考 えた い。第 一に
性 の問 題、第二 に冷酷性 の問題 につ いて述べ る。
Caldwel1の描 く世界 はD・H・Lawrenceの如 く 「性 に葱か れた男1と 言う
程で はなV・に して も、兎 に角何等かの形で性 の課 題 を離れ得 ない。性 の取扱 も
上 流 肚会の遊 び としての性の問題 は表われiXV・。有 閑階級 の8暁樂 の爲の 放恣 な
肉慾や 腐敗 した遊蕩 の世界 な どは主題 にな らない。殆 どが下暦就会 に於 ける原
始的 な本能の欲求 を描 いてい る。概 して い 之ば初期の作 品では その性 行動 は衝
動 的で あ り描爲 も赤裸 々で あ る。後期の作 品で は その 行動 も幾分思慮 を交 之反
省 的 で あ る。
T。bαcc。R・adにつ いて見 るに、先づEILieMayとLOvの 出会の 場 を考
えた い 。Jee七erの娘El⊥iemayは 、妹Pear1が12歳で結婚 して いるの にぴ
き くらべ 彼 女 は未婚 で ある。18歳になつ ているが 三つ 口で誰 も相手 に して 呉れ
ない。1コOvはPearlを嫁に したが この12歳の 少女 は寝床 を一 つにする ことを
肯 ん じな い。LOVはPear1の 垂れ髪 の後姿 の美 をた たえて溜 め息 をつ いてい
るだけで ある。 この美 しい少 女を手離 した くない とは思V・つ つ も一面1他 の女
を欲 しい」 と考 えて いる時で あ る。"Righ七nowIfeellikeIwan七a
WOmanWhatain,七SO-一一一一"(Ch.1)LOvが町で 買つた蕪 菩 を持つ℃Jee七er・
の 家 に立 寄つた時Ellie]Nlayが壁 りなが ら進 んで來たの は、 蕪蕎 を求 めての
口腹 の飢で はな く、LOvな る 「男」 を求 め℃の性の飢で あ る。LOvがFuller
の町 か ら七哩孚 もの道 を苦榮 してか つ いで來 た蕪蓄 を、Jee七erにi奪われ るか も
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しれ ぬ とV・う危瞼 を目の前 に感 じなが らも猫Elliemayの 「女」 に誘 われて
ゆ く。食の飢 よ り性の飢が 強いので あ る。 この飢 を浦 たす爲 には周園で見守 る
Jeeterの家族 や、通 りがか りの黒奴 たちの 嘲笑 も問 題 ではない。
女牧師のBessieは39歳の寡婦で ある。彼 女 は男を迎 えて飢 を癒 す と共に、
その 夫を牧 師 に仕 立てたい と撃んで いる。 併 し鼻の低Vbこと鼻孔が二連銃 の銃
先の如 くに見 え、普通の 男は相 手 に しない。 こ うい う折 に 見 込 まれ た の が
Jeeterの末 子で16歳のDudeで ある。Jeeterの家族のた め吹 々に所 りをする
際Dudeの 番が くると抱い て 離 さ ぬ。牧 師 ら しくない と言われ て も挙氣で あ
る。DudeはBessieが前 夫の遺 産 で買つた新品の 自動 車 を運輔 し、無暗 に ラ
ツパ を鳴 らすのが嬉 しい程度の 少年に過 ぎないが 、彼女 は男 と して愛 撫 す る。
彼 女 はこの夫DudeとJee七erと の 三 人連 れでAugus七aの町へ 自動 車で薪 を
費 りに行 くが、宿 に泊つ た とき一晩 中他の部屋 を蒋 々 と廻 り歩 いていて彼 らの
部屋 に蹄 らなかつ たの も、素性 が素 性だけに(淫 費、ch.XVII)まだ 子供の夫
で は満 た され ぬ ものが あつたか らで あろ う。併 しこのEllie皿ayやBessieの
行動 は境遇上の一時的 な飢 と も見 られ る。
～二れ に反 してc・d,5LittleAcreに於 て は性 を その本質 に於 て把 之よ うと
してV・る」 ここで は性 本能 につ いて入間 には二 つの型が あると見 られてい る。
一 つ は動物 型で あ り他 は人間 型で ある。前者 は裸 の 人間 、male,femaleとみ
られ る人間 、直 接 棘 の 世 界 に住 む人間で あつ て、後者 は衣 服 を纏つ た 人間、
humanizeされ た存在 としての人間 、牧 師の 論 く世界 に住む人間で ある。
この作 で はGriseldaは勿論 、女 はいつ れ も動 物 型で あ るが 、男で は この爾
型が 戴然 と分れて いる。TyTyとWi11が 動 物型でBuckやPlu七 〇 は人間型
で あ る。 この作 の もつ暗示の一 つ には雨型の不調 和が慰 劇 をもた らす とい うこ
とと同時 に、男性 に比 し遙 かに多 くの女性が動物 型で あ り、 その不均衡 に人生
の悲劇性が 内在す る とい う鮎が ある。
TyTyの 娘DarlingJil1は奔 放で ある。彼 女 にはPlu七〇とい う崇拝者 が居
つて叩かれ鯛 られ て もついて くる。 この 男は槍察 官の選學 に立候補 してい る善
良 な内氣な紳 士であ る。非常 に肥満型で性 少 しく魯鈍で あ るが 、Ji11は内 心で
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はいつれ ～二の男 と結婚 しよ うと思 つてい る。 こうい う男があ るに も拘 らすJil1
は落付 いてvoなv・。姉 の夫Wil1と も、叉 占V・に連 れて來 た白つ子 とも交渉 を
●
持 つ。他 人の 見てい るい ないは意 に介 しない。事 實まだ猫身で あるのでIPIuto
との間 に も孚が起 きないが 、彼 女の考 乏は 「結婚 な ど しな くとも、好 きな こと
は出來 る」(ch.IX)と言 うにあ る。
二 男Buckの 妻Griseldaは穏か に夫 に任 之て はv・るが、 自 分 の 慣値 を認
めてい る舅のTyTyと 義 兄Willに は好意 を持つ てい る。TyTyは 老 齢 で 、
口で は挑 獲的 な こ とを言 うが人 間が枯 れていて危瞼 性 はない。相 當の分別が あ
る。併 しWillは 口には飴 り出 さなv・が思 うこ とはや り通 す行動 型で ある。妻
を奪 はれ る との懸念 を抱 くBuckは 常 にWi11に檜 しみ を感 じてい る。同型の
ノ
Wi11とGriseldaの接腸の場が この作 の クラィマ ツクスをな してVbる。
WillはTyTyの 長女Rosamondの 夫で あつてSco七svilleとい う工場町
に住ん でい る機織工で あ る。 ス トライキ騒 ぎで閉鎖 され てい る 工 場 に 乗 り込
み、動 力 スウィ ッチを入 れた爲 に会砒側 に撃 たれ るので あ るが、 この英雄的 な
死 の前夜 こそ彼が同型のGriseldaを旛ち得て獣的・性本能の焔 を完全 に燃 や し
霊 し、性 の勝利者 として存分に思い を遽 げ るので ある。工場乗取 りを決行 しよ
うと腹 を定 めて家 に齢 つたWi11は 妻やDarlingJiUやPlu七〇 な どが 居合
わせ る こともi氣に留 めす、義 妹(}riseldaに向つて言 う。"1'mass七rongas
GodAlmigh七yHimselfnow,andI,mgoing七〇doi .……1,mgoing七〇
100ka七youlikeGodin七endedforyoutobeseen.1,mgoing七〇r p
everypieceof七hosethingsoffofyouinamillu七e."(ch.XV)俺は
全能 の神の如 く強い。紳 の思 召通 り裸 の姿 でお前 を見 るのだ とGriseldaの衣
服 を吹 々に引 き裂 く。狂氣 の如 く手早 く細か にひ きち ぎる。身 につ けていたす
べ ての衣類 は、 プ リン トの ボイル地 の服 、白い ス リ ップ、絹 の下着 も、細片 と
なつて部 屋 中に舞 い散 る。機 織工 として一 生 を織 り上 げに捧 げて來 た彼 は、今
その織物 をひ きち ぎ りひ きち ぎ りして、 もとの一本 の繊 維 にひ き戻 して い る。
衣 きせ るく間の所 行に呪 い あれ と言 うが如 くに。
傍に居 る二 人の女 たち は、激 しい命の息吹 きが怒濤の如 く部屋 を吹 きま くつ
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て行 くの を感 じ喘 いで い る。 男のPlutoは ただ 呆 氣 に取 られてい るだ けで、
レ
それ以上の感動 を示 さなv・。Wil1がGriseldaを抱 えて隣 室 に 去つた あ とも
DarlingJillは猴 自分の胸 のは げ しv・鼓動 におび えてい るが、妻のRosamond
は意外 に美 しい清朗 な表情 になつて い る。 この妻 は夫の こうした行爲 に常 に干
静 なので はな い。先にDarlingJillと夫 との 出会 の場 を見出 した時 に は、思
い切 り二人 を打郷 しその上 ピス トル を持…ち 出 して夫 を脅 して いる。爲 にWi11
は素裸の まま窓か ら逃 げ出 さねば な らなかつ たに も拘 らす、 この場合 は不思議
に嫉 妬が表われ なvo。Wi11が紳の よ うに強v・と言 つ た 時 の紳 は、獣 の如 く本
能 の ままに動 くとい う意 味 で あ ろ う。 祠1と本 能 と獣 性 と は 一 に 瞬 す る。
Rosamondは自分が 入間で あ るよ りも、よ り根 本 の 鰍 と しての 己れ を見たの
で あろ う。 そ して完全 な雌雄合一 の性の極 致 に人間的情意或 は知性以前 の生 そ
の ものを感 じたので あろ う。
Wi11は行動 型で あま り意 見 を吐か なv・が 、 「奴(Ruck)が しよつち うあの
女(Griselda)を使つ て るとv・うわけにはいか ん 」(ch.V)とV・う言葉 にその
性 親の一端が窺 え る。彼 は男 として生來 の魅 力に富んで いた。 その ことは女た
ちが彼 に夢 中に な るの も無 理 が な い と して 黒奴 らが 、"Because皿r.Will
jus+Jnaturallymade七hema11七ha七w・ay."(eh.XIX)と言つて い る言葉が
裏 書 してV・る。L"
同 じ く動物型 で はあるがTyTyは 年齢の 故で 分別が ある。「一 年 中さか りの
つ いて い る男 には分 別が ない。」``Thereain,七nOsenSeinamangOing
ru七ingeverydayillthewholeyear."(ch.1)と言 うだけの ことはある。
併 しその彼 も自 ら氣 のつか ない大 きな間違 い を犯 してい る。彼 は家 の大黒柱で
家 内の卒和 を心か ら望んでい る。 そ して 「家 に こん な綺 麗 な娘 た ち が い る
と、 ごた ごたが 起 るん じゃ ないか 」(ch.IX)とも心配 して い る。 その彼 が嫁
のGriseldaの美 しさを極度 に ぼめる。本 人には勿論息 子 らや他 人の前 で も公
然 と吹瀧 す る。 「見事 な乳房 だ。 その前 にひれ伏 した くなる。」(ch.III.IX)
「あの子 を見 てる と何か むつ むつす る。」(ch.XIr)等々已れの動物 的感 覧で
認 めた限 りの美黙 を學 げ る。 「あの娘 は見せ る灌利 が ある。」(eh.IX)「他所
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の男が あれ を好 くと して も、 止め させ る課 にはゆか ない。!(ch.XIV)と賞讃
ゆ
しつづ け る。 自分は そ う語 るだ けが嬉 しいのだ とい うが、講 き手 は砂か らす心
を動 か され る。 それが纂 を起す原因 となる ことに氣つかぬ 。
併 し彼 は兄弟 らが女 をi奪iい合 うこと を怖 れてBucklビ、 「神様 の思 召通 りの
生 き方 をす るのが ほん と うの人間の道だ。娘たち は紳 様の お考 之通 りの生 き方
を喜 んでVbる。 そして男女仲 良 く暮すのが紳様のお心だ 。」(ch.X皿.XX)と
教 える。彼 はGriseldaが生き る秘 密 を知 つてv・るのにその夫 のBuckが 動
物 的 セ ン スの 足 らぬ ことを歯 が ゆ く思 い 「人間の 中には犬が生れつ きもつてい
るセ ンスを欠v・ている もの が あるが、情 けない ことだ 。」(ch.XIII)とGriselda
に語 つてい る。 併 し彼 は この センスは結 局読いて も仕 方 のない もので あ ると氣
つ いてい る。心の 中の紳 はあ るか ないかの問題で 、 自分 が感ぜ ねば駄 目だ と畳
つ てい る。(ch.XIX)即ち性 に關 する限 り動物型の勝 、入間 型の負 を認 めてい
るので ある。血 を見 る兄弟喧 嘩 を起 した後 でTyTyは 、 「男E・も女で も猫 占 し
よ う とす るか ら騒 ぎが起 る。1(ch.XX)と迄極 言 してい るが 、こうして事の起
るの も結 局、 「棘 様 は動物 のか らだ をわ れわれに與 えて おいて、 人間の行動 を
とらせ よ うとな さる。 そとに何か悪だ くらみがあ るの だ。」(ch.XX)と感 じて
V・る 。
J・urneormanに於 て は 、 牧 師Semonは 勿 論6'あ るが 、Clayの 若V・15歳 の
妻Deveに も動 物 型 が 表 わ れ て い る。DeveはSemonを 初 め て 見 た 時 、Clayが
氣 味 悪 が つ て い る に も拘 らす 、rお お 素 敵 だ 」と叫 ぶ 。"He's七hehandsomest
七hing.,,(ch.III'``He's七heI)oten七est七hing.,,(Ibid.)``正〔e's七he
s七ronges七man.',(Zbid.)``He's七hefunnies七man.,,(ch.工▽り``1{e's七he
potentestman."(ch.工V)と、 夫 の 威 嚇 に も 拘 らす 關 心 は 高 ま る。 そ して 最
後 は 、``110ve七heLord."(ch.XV)と繰 り返 し叫 び 乍 らSemonに か ら だ
を任 せ る。 そのDeveは 初 めて 關 係 を持 つ た 黒 奴 に つV・て も、 「あ の 人 は 黒 奴
で は な い 、 男 だ 」(ch.XV)と き つ ば り言 い得 る 女 で あ るが 、Selnonは最 初 か
らDeveはanticipa七inggir⊥で あ る と評 して い る 。
Semonは 悪 辣 な巡 回 牧 師 で あ るが 、1女 を 馴 らす に は磐 部 を輕 く打 つ に 限 る
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と心得 てい る。百姓 が牛馬 をなづ け るの は この手 に よる。Loreneに 「貴 方 は
牧 師か 、淫費 屋の亭主か 。」(ch.V皿)と こき卸 されてい るが 、 女 を利 用す る
七rickは巧 みであ る。紳へ の蹄依 も性的 興奮 を利 用 してい る と見 られ る(Gh.
XVIの 読数一 若 い 男 女 の 純 潔 を失 う話 ＼。又読敏場 で信 仰に 入ろ うとす る
時 、LucyNixonが狂 つ た よ うに 着物 を引 きち ぎ り裸 陳 となつて うち震 える
が 、牧 師 はこれ を鵜 衆 に示す。40入絵の会衆 は悉 く興奮 の増蝸 にたた きこまれ
る。或 は飛 び上 り或 は うち倒 れのた うち廻 る。種 馬の如 く飛 び廻 る男たち もVO
る。(ch.XVIII)こう して悉 くが紳 人合一 の境地 を味 うが 、ただ一 人嚢 心せ す
卒然 と して い るの はClayの 前妻で現 在闇の女で あ るLoreneだけで あつ た。
初期の作 品では以上の 通 り性行動 は衝動的で獣 的であ り、他の野 八關 係な どを
考 慮 しないが、後期の作 品で は前述 の通 り主 と して小都 会 を舞豪 と して居 り、
登場 人物 も比較的 知的 な行動 を とつ てV・る。随 つ て顯 わな性 行動 も螢 まれ す、
相當思慮が あ り反省 が ある。Caldwel1の關心 は このよ うな獣性 の直接 表 現 を
離 れ た らしい。各作 品の女主 入公は何 れ も性 行動ecついてはpassiveの位置 に
ある。
Epis・deinPαZmett・に於 ては、女教師Vernomの 魅力 に封す る 男 性 の
反臨 を描 いてい る。彼女が美 し く、服装 も綺麗 に整 えて居 り、 田舎激 師 として
は派手 な存在 で あつ て、 それだ けで も附近 の女たちの 反感 を招 いてい る。 この
鮎 はCaldwel1の母 が 父の牧 師 と結婚 して始めて その 任地Whi七eOakへ 赴
いた時に 、牧 師の妻 と しては飴 りに若 々 しく、衣裳 は派 手す ぎる と して土地 の
婦 入連 の敵意 を招 いた とい う事件 を思 は しめる。(註1)Vernonaは自己 の挑嚢
的 な胸の美 しさを畳 つ てv・る。 そ して決 して 男嫌 いで はな く、Washingtonで
妾 暮 しを して い る姉 と性 質が 非常 に似てい るとい う自畳 もあ る。 それ故 に彼 女
は出來 るだ け早 く正常 な結婚 を して身 を固 めよ うと考 えてい る。
所が赴任早 々に受持の 男生 徒Floydか ら愛 を求 め られ る。彼 女は この少年
が何か 強 く訴 える ものが あるとは認 め るが・ 自分 は22歳・少 年は16歳で ある。
それ に教師 と生徒 とい う關係 を考 え る。 そ うして一 生徒 の感情 よ りも自分の教
師 と して経 歴一 た とえ短か くとも一一一の方 が大切 で ある と考 える。 こ う した
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反省に も拘 らす 、下 宿近 くまでついて來 た少年へ別 れ際 に熱 い キスを與 える。
少年が執拗 に機 をね らうよ うに なつたの は勿論で ある。Vernonaは己 れの衝
動 的な行v・を深 く悔V・るが 、内心惹かれ る ものが ある。FIOydが身 近 に 來 る
度 に強 く抱 きしめたい衝動 を感 す るが、 その都 度つ とめ て感情 を抑 えてい る。
そ して極 力少年 を避 け る。政治家の 】臨ugrUlnに求 め られ るままに近づ くの も
誰か に頼 つて居 らねば との懸念か らであ る。併 しその政治家に妻の あ ることが
判つ てか らは、現 實的 な行 き方 をせねば な らぬ と悟 る。相次 ぐ事 件 の 最 後 は
Floydの無理心 中を仕損 じた自殺 となるが 、Vernonaの告白 は、"11iked
Floydverymuch.IwasgIadhelikedme.1wan七edsomuch七 〇be
inlovewithhim,bu七Iwouldn'七1e七myself.IfIhadhad七he
courage七〇goawaywi七hFloyd--evenmarriedhim-Imigh七have
beenhappywi七hhimfor七heres七 〇fmyIife.1七w&s七heonly
chanceI,11everhave七〇bereallyhapPy… ….Every七hingisa皿ovor
nOW・"(ch・X3)と言い、FIOydと一一緒 になつ ていたな らぱ と歎 い て い る
が、 自分が 自らの本能 の叫び を抑 えてV・た爲に万事休 すの破 目になつ た と氣 つ
く。 そ して"Ican'七keeponpre七endinganylonger"(lbid.)と本能の命
す る儘 に、妻 ある男Thurs七〇nと 手 をとつ てChicagoへ族 立つ。
興味の あ るの は 下 宿 の 亭 主AshのVernonaに 劉 する評t"ある。Ashは
Vernonaがカ レツヂ出の教養 を以 て包んでは居 るが、 そのひ そむ獣 性 を 見 ぬ
いて居 り、彼女の性的魅 力の効 果 を高 く評 贋 してい る。例 えば結婚 生活 につ い
て 、ふん ぎ りのつか ないままに穴 に こ もつ てv・るよ うな男性 をいぶ り出 して、
ホ ク チ
backboneを 固 め さす 引 火奴 の 如 き役 目が 彼 女 の 魅 力 に あ る と し て い る 。 そ
して そ れ が 学 校 の 授 業 に 劣 らす 入 助 け に な る と 賞 讃 す る。"Th6spunky七hing
abou七you,Nona,is七ha七you,vego七aknackforsmokingfolksou七
〇f七heholestheycrawlin.]y【aybe七haゼsjus七asgoodadeedas
teaehingsGhool,in七heend・"(Gh・IX3)事實JackCashは 過 去15ケ 年 、
新 任 敏 師 訪 問 一一番 乗 りの レ コ ー ドを持 つ て い た がVernonaに 一 撃 を喰 つ て か
ら倉 皇 と して 結 婚 生 活 に 入 り、 同 様 翫 ら れ た 農 家 のEmGeeも 急 に 縁 つ づ き
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の娘 と結婚話 を進 める。 校長は妻君の醜 さが鼻 につ き出 し、下宿 の隣 室の夫婦
喧 嘩 は愈 々度 を加 える。Vernonaの挑嚢力 は大 きかつ たが 、併 し彼 女 自身 の行
動 は反省 的でpassiveである。
同様 にPlαcecαlledEsthervilleの女主 人公Kathyanneも黄金 色の 肌 を
したa七trac七iveなmula七七〇(白 黒混血 児)で 、 その美貌 は町の 白人 らに とつ
て飴 りに も強v・誘 惑で あつ た。Coloredgirlsを追 ひ廻 す ことが 月並 な スポ ・ー…b
ツで あ るよ うな その 地 方 の砒 会 に於て、白 人 との間 に事 を起す まい と、 ぴたす
ら念 じて い る彼 女の行動 は勿論passiveであ る。Kathyanneの弟Ganusを
中心 とす る問題 は中流家庭の淫蕩 陛が主であつ て、彼 は淫 奔娘や閨 さび しい寡
婦 らの餌 食 とな るが 、常 に被 害者 の立場 で ある。 この姉 をめ ぐる物語 と弟 をめ
ぐる物 語 との間 には何 ら關蓮性が ない。亭穏 な生活 を したい とV・う希い と、白
人の性 慾の蜀 象 として狙 らわれ る鮎 に於 て條件が同 じで あ るが 、双方 の事件 に
は何 の脈 絡 もない。虐 げ られ るcolOredpeopleの姿が訴 えられてv・るが・:性
の 問題 と して は、膿色の如何 に拘 らす美 女に啓 獲性 あ りと感 じさせ られ る以外
に は本質的 な ものが描 かれ ていない。
TheSureHand・fG・dのMollyは小作農…の家に生れたが12歳の時 爾親 に死
なれて 、それ以來 地主の農 家 に引 取 られて いた。 そ して その農 家の主 人か、或 は
二 人の息子の うちの いつれ か を父 と して、Lilyとveう娘 を もうけた。彼 女が町
に移 つて下宿 生活 を してい る間 も、兎 角の許 判が絶 乏なか つた。其 後結 婚 して
今 は寡 婦 となつて居 り、娘 に も適 當 な青年 を得 させ 、自分 も再 婚 し李 和 に暮 そ う
と考 えてい る。併 し善悪の観念の戴然 た る南 部の小都 市で は、昔 の悪 名をそそ
ぐの は容 易な ことで はなかつた。隣 りに偏 狭 な人が住んで居つ た爲 殊にそれ は
難か しかつ た。隣 家 の主婦LUCyは 、 「祠1の確 かな手 は お前 さん とLilyを、
お前 さんが たの當然居 るべ き場所へ邊 るで しよ う。1(ch・TWO)と呪 を以て豫
言 したが、正 にその通 りになつた。母 も娘 をぱ 自分の よ うな生涯 に入 らせた く
ない と思 い、娘 も母の ようには な りた くない と常 に思 い なが らも結 局正常の結
婚 に入 らぬ。Mollyはもう年齢 も進 んで居 り、今 は醜 く肥満 して最早 男性 を惹
'
きつ け る魅力が な くなつ てV・る所 に不幸 が ある。彼 女の家に來 た 行商 のBelly
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もMo11yを 相 手 にせ す 、 偶 々 遊 び に 來 た 牧 師 の 妻Chris七ineと忽 ち 出 來 て し
まv・、 彼 等 は駈 落 を す る。 が 取 り淺 さ れ たMollyは 自 分 が 駈 落 し た か つ た と
歎 く。 この 作 で は 女 主 人 公 は 待 機 して い る が 結 局 性 行 動 と し て はpassiveに絡
つ て い る。Christineが駈 落 す る前 に 、 牧 師 の 妻 と して の 生 活 が 如 何 に 佗 しか
つ た か を友 に 訴 え て 、"工neverdidfee1七ha七Iwasreallymarried七〇
Charles."(ch.Six七een)と言 う所 に 性 の 切 實 さが 表 わ れ て い る。 去 られ た 牧
師 が 、"Id・n'七understandi七一 一lwasalwaysag・ ・dhusband七・her・
Whydoesawomandoathinglike七hatwhatpossessesher?"
.(ch・Seventeen)と女 心 の 不 可 解 さ を憾 み な が ら 自 費 す るが 、 動 物 型 と 人 間 型
の 不 調 和 に よ る悲 劇 で あ る。
次 に冷酷性 につv・て考 えたい。 ～二こに冷 酷性 とv・うの はunfeelingnessの
,意で、残虐性 を指 さない。無感畳 性或 は非情 性 を言 う。ただ非 常性 とい う言葉
は周知 の通 り屡 々Hemingway等 と結 ば れ て論ぜ られ るhard-boiledの課
語 として一 作 家の感情 の表現 を極 度 に抑堅 した客 観的描爲の態度 を指 す テ ク
ニ ックと して 用い られ てい るので 、 これ を避 け る爲 に冷酷性 とい う言葉 を
用 い る。 ここで は作 中入物 の言動 を通 じて見 られ る 人間性の冷酷 な面 を指 して
Vbるo
Na七uralistの描 くll堺に は 淺 虐 性 は つ き もの で 、Caldwel1の場 合 も そ の よ
うな 場 面 が 非 常 に 多v・。 例 えばcoloredpeopleに封 す る淺 酷 な 仕 打 は 彼 の 作
品 の 随 所 に 表 わ れ て い る 。PlαceCalledEstherviZgeのG・xnusの撲 殺 、
Tr・ublθinルZγ(1940)に於 け るSonnyの リ ンチ 、1・urnePtmαnのHhrdy
の 傷 害 等 。 白 人 同 志 の 間 で はThisP'erγEarth(1948)のDorisse殺害 、
TragicCround(1944)のRubberの惨 殺 、God,sLittleAcreの兄 殺 し、A
Housein「theUplands,(1946)のGradyの仕 打 と そ の 最 後 等 々 毎 巻 そ の 例 に
と と峡 か ぬ 。 併 し こ こ に言 う冷 酷 性 とい うの は その よ う な 悪 意 に 満 ち た 積 極 的
行 動 を 起 さ す 淺 忍 性 を論 じ よ う とす るの で は なV・。 自己 又 は 他 人 の な す 非 人 間
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的行爲 につ いて善悪の判断 もな く、 何等の 人間的感情 を も示 さない無 感畳の歌
態 を指 すので ある。悪意 を もつ行動 につ いてはわれわれ は惜 しみ を感 じるで あ
ろ うが、 との ような無感毘 の駄態 には個 人的 な櫓 しみの感 じよ り も、その非 人
間性 に先づ驚 き呆れ る。 そして この冷酷性 を生む もの は人間の持つ獣 性 によ る
ことに氣つ くとき、われわ れは肌寒 き思 を感ぜす には居 られない。
T・baccoR・adに於てJeeterの母で ある老婆 の存在 は 全 く無 覗 され てV・
る。初 めての登場 は老婆が 二 月の劇 しい風 に吹 きま くられ なが ら、肢ひ きひ き
タバ コ路 を横切 つて薪 を拾 いに行 くと ころで あ るが 、古v・案 山子 とも見紛 うよ
うなボ ・服す がたで 、 足には靴の代 りに馬具 の切 れ端 を結 びつけてい る。 食物
も殆 ん どない貧 しい暮 しで あるか ら衣 服のひ どいの は已 む を得 ない と して も、
Noonepaidanya七七en七ion七〇her・(ch・II)と誰一 人彼 女にi氣をつけてい
る者ボ ない。食 事について も組母 さんの ことな どは、 ど うで もよかつ た。皆 が
濟 んだ後で淺 りのチ ーズの皮か 、ク ラツカーの屑が 與 えられ るだ けだつ た。誰
も彼 もこの組 母 さん に就い ては、いつ も邪魔 にな るな とか 、パ ンや肉 を食べ る
の を止め よとかVbう以外 は言葉 をか けなかつ た。相 手に され なV・が 食事時 に毫
所 に火 を燃 や してい ると、紳様 が きつ と食 事 を恵んで下 さるか も知 れない と、
いつ もそん な望み をか けて 、枯枝 を集 めて くるので あつ た。 この輯 母 さん に災
難 力宝ふ りカ、カΣつ た 。
女 牧 師 のBeSsieがJeeterを 自動 車 に 乗 せ る乗 せ な い の 問 題 か ら喧 嘩 に な
り、 彼 女 がDudeと 二 人 でJee七erの家 を飛 び 出 す 時 の こ とで あ る 。 車 は 喧 嘩
を 見 る た め 庭 を 歩v・て い た 組 母 さん を礫 き倒 して 行 つ た 。 自動 車 の 去 つ た あ と
租 母 さん は 固 い 白v・砂 の 上 に 顔 を 潰 され た ま ま横 た わ つ て い た 。Jee七erめ妻
Adeは 夫 に 尋 ね る。"lsshedeadアe七?Shedon'七makenosoundand
shedon,七move.1母on,七reckonshecouldstayalivewithherface
allmashedlike七ha七・"(ch・XVIII)あん な に 顔 を潰 され て は 、 も う生 き て
は い ま い と言 うが 、Jeeterは返 事 も しな い 。 ま だ 先 刻 の 喧 嘩 に 囚 は れ て い て 、
他 の 串 に 心 を 煩 わ す 飴 裕 が な か つ た の か も しれ なV・が 、 も う一 度 狙 母 さん の 方
へ 眼 を や つ た だ け で 立 ち 去 つ た 。Hetookano七herlookat七hegrand一
'
(20)人 交 研 究 第 八 輯
mo七herandwalkedacross七heyarda,ndaround七 〇 七hebackof七he
hOuse.(lbid.)妻 も 妻 で あ る 。 曹 く眺 め て い て 家 の 中 へ 引 込 ん で し ま う。
Adawen七 七〇 七heporchands七 〇〇d七herelooking『backa七Mo七her
Les七erseveralminutes,七hellshewalkedinsideandshu七 七hedoor.
(lbid・)暫く後に末娘pearlの未Lovが 來 て祀母 さんの倒れ てい るの 客見
てJee七erに ど う した の か と尋 ね る 。Bessieの 自 動 車 に や ら れ た の だ と 聞 か
さ れ る 。
``LooksIikeshe,sdead
,"he(Lov)salid。``lsshedead,Jee七er?,,
Jee七erIookeddownandmovedoneofherarmswi七hhisfoo七.
``Sheain,七s七iffyet,bu七Idon'七reckonshe,111ive・・… ・"(工bid.)
死 ん だ ら しV・ね と言 わ れ て 足 で 母 の 片 腕 を 動 か し て 見 るJee七erで あ る 。 こ
の 底 知 れ ぬ 冷 酷 な 非 人 間 性 は 、 併 し悪 意 を 以 て な さ れ た 積 極 的 な 行 動 で は な
いo
新 婚 のBessieとDudeと がMcCoyま で ドラ イ ブ し た 時 の こ と 、 前 に ゆ く
二 頭 曳 の 荷 馬 車 に 突 込 ん で 、 乗 つ てV液 禦 者 の 黒 奴 を殺 して し ま つ た 。 家 へ 蹄
つ て か ら、新 品 の 自動 車 の フ エ ン ダ が 振 じ曲 り、右 の ヘ ツ ドラ イ トが な くなつ て
V・るの を、如 何 し た 故 か と問 わ れ る と、"工七was七hatnigger,"Dudesaid・
``lfhehadn,七beenasleel)on七hewagoni七wouldn,七ha,vehappeneda七
alL,'(ch・X工V)と 、Dudeは 黒 奴 が 眠 つ て い た か ら悪V・め だ と言 う。 そ
の 黒 奴 が 怪 我 しな か つ た か と闇 か れ る と 、 そ ん な こ と は 知 る もの か と囎V・て い
る。Jee七erも、``Niggerswillgeもkilled・LooksIikethere・ai・n,七noway
七〇s七〇pi七・"ぐlbid.)と、黒 奴 は よ く殺 さ れ る もの で 、 これ は 止 め よ う もあ る
まい と見 て い る。 前 に も 述 べ た 通 り 黒 人 が 白 入 に 故 意 に 害 さ れ る 場 面 は
Caldwellの世 界 で は 極 め て 普 通 の こ とで あ る 。 「黒 入 に$を 起 す の は 白 人 で
b
あ る 。」 と い う訴 は 随 所 に 表 わ れ て い る 。
``1七,swhi七e-folks'faul七,',Hardysaid,``…… 工七's七hewhi七efolks
whoaIwaysmake七roubleforthecoIored.,,(Jouruneormαn,ch.工V)
Rubysaid七 〇Chism… …``1七,S七hewhi七eman,mis七er.They,reもhe
毎
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oneswhomakeall七he七roubleforuscoloredgirls.Youknow
yourself七hat,s七he七ru七h,mis七er・1七'sthegospel七ru七h・',(This
VeryEαrth,ch・VIり
``TheGood]M[anknows七ha,七'sthe七ru七h,MissKit七y.1(Ganus)
hate七〇sayi七,bu七i七's七hewhitefolkswhoalwaysdo七heharm.,'
(PlaceCαlledEstherville,ch.IX)
こ れ ら黒 人の 白 人.tceqする怨 言 を 繰 返 し 聞 か せ る 所 にCaldwellの狙 が あ る
の で あ るが 、 併 し これ らは 故 意 の 虐 待 で あ るか ら こ こで は 取 扱 わ な い 。 偶 々蝶
き 殺 した黒 奴 に 劉 す るDudeら の 無 感 畳 性 が 問 題 で あ る。
Jee七erには17人 の 子が あ つ た が5人 死 に 、 淺 り12人の うち 今 家 に 居 るの は
2人 だ け で あ る。 居 所 の 判 然 と して い るの は 、 近 くのLOVへ 嫁 に や つ たPearl
だ け で あ る。 彼 女 は 近 くに 居 りな が ら、 一 年 前 に 嫁 に 行 つ た き り で一 度 も親 の
所 へ 顔 を 出 さな い 。 他 の 連 中 か らは 勿 論 全 然 音 沙 汰 が な い 。 大 方 は ど こに 居 る
の か 見 當 もつ か な か つ た が 、 長 男 のTOmは 噂 に よ れ ば20マ イ ル ば か り離 れ た
隣 の 郡 で 成 功 して 居 る ら し い。 併 し これ も何 の 便 りを も寄 こ さ な い。Jee七erが
Fullerの町 で 聞v・た 噂 に よ る と息 子 は 枕 木 の 請 負 で 相 當 金 をf諸け て 居 り、 そ
の 商 費 に は 五 六 十 頭 の 螺 馬 と 百 頭 か らの 牛 を使 つ て い る と い う こ とで あ る。
Jee七erはTomが 毎 週 幾 ドル か を彼 に 呉 れ るだ け の 鹸 裕 が あ る と み て い た の
で 、 そ の うち に頼 み に 行 こ う と考 え て い た 。 出 か け る 計 聲 だ け は 度 々 立 て た
が 、 自 分 の ボ ・自 動 車 で は そ こ ま で 無 事 に 行 け そ う もな い の で 断 念 してV・た 。
末 子 のDudeがBessieと 結 婚 して 新 しい 自動 車 が 手 に 入 つ た 時 、 親 父 の 代 り
にTomに 逢 いに 行 つ た 。 鯖 つ て來 たDudeら にJee七erが訊 ね る。 「俺 に く
れ た 金 は ど こに あ る 。1す る と 「 トム は金 な ん ぞ 渡 しは しな か つ た よ。 お 前 さ
ん を助 け よ う な ど とは 、 て ん で 考 えて い な い よ うだ 。 あ の トム つ て 人 は 悪 窯 で
す ね 。」 とBessieが 報 告 し 更 に 言 う。 「お前 さん 方 が 動 け な くな つ た な ら郡 立
救 貧 農 園 へ 行 け ば よV・と言 つ て い ま した よ 。」 そ の 上.Dudeは"Tomsaid七 〇
七e11youtogo七〇hel1,七〇〇."(ch・XVII)とつ け 加 え た の で 、 長 男 も大 分
攣 つ た な と は 考 えて い たJee七erも 、 信 ぜ られ ぬ こ の 暴 言 に よ つ て 一 大 衝 撃 を
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うけた。 、
この様 な冷酷 な型の長男 はGod,SLittleAcreにも現 われ る。TyTyの長 男
のJimLeslieは黄金熱 に と りつかれて い る父親 に愛 想 をつか し、15年前 に家
を出た。今 はAugustaの町で綿花 の仲 買人 と して成功 して い る。Ty[Vyが娘
への求婚者Plutoに向つ て、子供 らが全 部 ここに留 つて いて、わ しを助け て臭
れ ない のが情 けない ことだ とこぼ しなが ら、長 男の噂 をす る。 「ジムは落い時
分 か ら少 し攣つ ていて、わ しらとは附 き合 お うと しなか つた。今で もわ しに会
うと、お前 さん は誰 だV・と言 わんばか りの顔 を してい る。 あいつ の お袋が死 ぬ
前 に一 度会V・たい と言 うか ら、 あの町へ蓮 れて いつ た ことが ある。 φの 丘の上
の白い大 きな家へ 行つた んだ。'所が誰 が來 たのか解 るや否や 戸に鍵 をか けて入
れ や しなvo。あいつ のあん なや り方が お袋の死 を早 めたの だ と思 う。 お袋 は そ
れか ら一週 間 もたたない うち に、病i氣にかか つ て死 んで しまつたの だか らな。
あV・つ はわ しを恥か し く思つ て る とい う風 だつ た。今で もそ うだが。 … …わ し
はあいつ の親 なん だが、 ど う して ああなんだか課 がわか らない。」(ch.II)
長 女の夫Wi11が 、 そのJimか ら金 を借 りた らよか ろ うとJee七erにすす
める と、何 を馬鹿 な、 とんで もない ことだ と言 い、 「ジムは街 で会 つて もわ し
に ロをき こうとせ んの だ。 そんな男がわ しに金 を貸す筈が ない。頼 むのは無駄
骨 だ 。」と答 えていたが 、更 にすすめ られて借 りに出か け る ことに な り、D・arling
Jil1とGTiseldaを蓮れて行 く。息 子の家 は丘 の屋敷町 にあつ て三階建 、白い
圓柱 が屋根 まで ものび て いる廣 いポ ーチの ついた大 きな邸で ある。恰 度 戸の鍵
が かかつ ていなかつ たのでTyTyが 案内 な しに入 る。
"Whatareyoudoinghere?"JimLesliesaid:"YouknowI
don,七1e七youcomehere.(}etou七!……Wh61e七youin?"(eh・XI)
Jimは 侵 入者 を冷た く撃 退 しよ うとす るがTyTyの 後 に控 えてい る弟 の嫁
Griseldaが目につ く。.こんな美 しい女が ど うしてBuckな どの女 房に なつて
田舎 に引込んでい るのだ ろ う。 これ位 の邸 に佳 むのが相鷹 しいの に と考 える。
こ うした随伸者の あつた故で あろ うが 、TアTyは こめ訪問で首 尾よ く300弗の
借 出 しに成功 して引上 げた。 このJimが 後 にWillが 殺 され てTyTy・一一家
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の女たちが歎 き悲 しんで い る最 中に、 この事件 は知 らなか つたので あ るが 、突
然 自動 車で乗 りつけだ。15年振 りの生家訪 問で あ る。が 久 し振 りで会 つた家 人
への挨拶 もな く、 い きな りGriseldaはど こに居 るか と父に尋 ね て連れ出 そ う
とす る。 その 女は弟の妻 で あ るが、誰 れの女 とい うことは今彼の意識 に無か つ
たので あ ろ う。 止め る父に も僕はい そいで い るんです と言 うだ けで ある。 この
結末 は 勿論 兄弟の孚 とな り、弟 は猟 銃で兄 を殺すに至 るが、Jimの行動 も冷酷
性以 外には読 明がつか ない よ うに思 われ る。
叉Tyll]y妹わ しは科学 的 な男で あ ると言い なが らも・Plutoのす す めによ
つて 白つ子 を使 つて金鑛Dあ りか を占わ しめ る ことにな る。 白つ子が郡の南 の
沼地 に住んで い ると聞 くと、大喜 びで 早速息子だ ち を連れ て 自動 車 を飛 ばす・
Marionの向 うの 沼地近 くの家 に居 る白つ 子をつか まえて無 理や り縛 り上 る。
女房が 「Daveどうした の」 と叫ぶ と、 「こん畜生 め ら俺 をふ ん 縛 りや が つ
た 」と答へ る。 女房 は喚 きなが ら走 り去 つた。首尾 よ く掴 えて 家 へ 鯖 つ てか
らTyTyは 言 う。"Shewashiswife,Irockon,bu七Ican'tseewhat
anali}inohasgotbusinessofmarryingfor.1七,sagood七hingwe
brough七himaway・"(ch・V皿)と白つ 子に女房 のある ことが不思 議 なの で
あ る。 そ して彼が逃 げ出 さないよ うに鐵 砲 を持つた黒奴 が 明け暮れ番 をす るこ
とにな る。 その 白つ子がDarliilgJil1と観線 を交わ し微 笑 しているの を 認 め
た時 、初 めてTyTyは この青 年 も實 際の 人聞なの だ と考 之つ く。Upunti1
七henTyTyhadno七foramomen七cQnsideredDaveahumanbθing.
(ch・IX)『
EpisedeinPalmettoに於 て農 産物 仲買 人のThurs七〇nはChicago行きの
賞金 欲 しさに大量の稜作 りを農家EmGeeに 説 きす すめる。 そ して農 事 に專
心 させ るには良 い女房 を持 たせ るに限 ると考 之て、女教師Vernonaを世話 し
よ うとす る。Thurs七〇nは 賞 金が入 りさ之すれば よV・の で ある。EmGeeが 如
何 に穫作 りが嫌 で あろ うと、Vernonaが如何 に百姓 を毛嫌 ぴ して いて も、そ う
い う當事者の心 などは全然考慮 してV・ない。執拗 に自分の計書 を進 めよ うと し
て途 に百姓 と喧嘩 にな り、双方 と も拘 置所 に入れ られ る6
○
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一 方Thurs七 〇nの 妻Jennyは 夫 の た め に 保 繹 金 を 出 して は ど うか と 、 下 宿
の 亭 主Ashに す す め ら れ て も 、 夫 の 縛 ら れ た の は も つ け の 幸 い と ば か りに 遊
び 歩 く。
"Whywon,七youbailhimou七?Ashasked ."Becausei七,sexac七1y
where工wan七him七 〇s七ayaslongas七hey,11keephim,七ha七,s
why.',``Tha七,ssor七〇fhardollThurs七〇n,ain,七i七?,'``Theharder,
七he1)e七er.',(ch.VII3)
とZF然 と 言 う が 、 こ の 妻 の 場 合 は 夫 の 無 感 毘 的 冷 酷 性 を 上 廻 る 意 地 悪 さ が 感 ぜ
られ る 。
V
Caldwe11はna七uralismの作家で 夢ると考 え られてい る。Na七uraris七は
人間 が動 物 と して有 す る自然性 一一 それは倫理 道徳 等の外抱束縛 をぬぎ棄てた
裸 の 入間の もつ謂 わぱ獣性 一 の 内面的 な動 きや外部への 反鷹 を、筆 に衣 きせ
ることな く描 かん とす る態度 を とる。随 つて その作 品 には醜悪悲惨 な場面 が極
めて 多い。 そして醜 も惨 も 「眞 」を爲 す と言 う。彼等 の文学 に とつで は 「眞」
が 目的で あつて、 「美 」は問題で はない。藝術論 には眞 は美 な りとい う主張 も
あ るが、事 實 彼 等 は表 面 の 美 が 交 学 の 必 須 條件で あ るとは考 之て いない。
Caldwel1の作 品 に もた しか に醜 と滲の要素が泓iつてい る ことは、 上 來述 べ
來つ た通 りで あ る。所で彼 は 「眞」 を描V・て い るので あろ うか。
1933年God,sLi七七1eAcreが狸 褻の 廉iを以てNewYorkSocie七yfor
theSupressionofViceにょ り告訴 された場 合、BenjaminE・(heenspan
判 事 は``Tru七hshoul(lalwaysbeaccep七edasajus七ifica七ionfor
Li七erature."と「眞 」の 尊 嚴 を噺 じ て告 訴 を却 下 した。(註2)そ れ で は
Caldwe11の描い た 「眞 」 とは何 で あろ うか。 この訴 えは淫狸 な りや否 やに關
す る件で あ るか ら勿論 判事の断 は性 につ いてで あ る。 そ して性 に關 す る興味 が
彼 の作 品に大衆 を惹 きつけた ことは事實で あろ う。併 しCaldwe11の初期 の作
品が專門批評家た ちに も高 く評 贋 され、或 は ソヴ ィヱ 。トに於いて も彼 の作 品
も
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に人氣が あつた と言わ れ るの も、 その性の問 題の爲 のみで あろ うか。 否、 それ
は その よ うな原始的 な性 行動 を菅 む下暦 杜会 が存在す るとい う事實 の故 であ ろ
う。 そ うい う眞實 に基 く維濟 的 な融 会抗議性が問題 なので ある。CaldweUは
TobaCCORoadやCod,SLittlθAcreによつて南部貧農の代辮 者 と して 高 く
評 贋せ られたので あ る。 その眞實性 をめ ぐつてAVewy・rkTinzesとEvening
Postの爾紙 はデ ィスカ ッシ ヨ ン を行 い、AugustaChronicleは所謂San.d
Hillsregion(Augustath・ら約40哩の地 貼)を 調査 し、彼の 小読の如 き歌 態の
家 族が 敏軒 實在 す る と報 じて"る 。(註3)
後期 の作 品に封 しては概 して評 贋が低 い。 そ こでは杜 会抗 議性が失 くなつた
か とい うに、 そ うで はな く、経濟 的 なものの代 りに倫理的 な就 会抗議性が 依然
として存す る。後期 作品の女 主人公の不安 は同時 に近代 人の不 安で もあ る。近
代 人に冷淡 な一面 が あるか と思 えば その 反面他 人の ことに容啄 し、聴 き耳 をた
て、覗 き見 する隣 人が勘 くなv・。 例 えばTheSureHand・fc・dの隣 家の主
婦Lucy(ch.Eight)やEpisodeinPalmettoの下宿の 向いの婦 人]駈s・
Ye・ager(ch・IX3)が象徴 す るよ うに、偏狭 な小道徳 観にたて こもつて、 所謂
小姑根性 の如 く他 人の言動 に關 心 を持 つ 人々で ある。 こζか ら現代就会の 「隣
人の 監覗 」に よる不安が生す る。叉 黒 人 の もっ 不 安 は饒 りに も普遍化 してい
る。 白人封黒 人の感情 は永久 に相 容 れぬ二つの流 れで あろ う。後期作品の扱 う
悪 は舞嘉 は等 しく南部に とつて いるが主題 は一般化 された問題で あ る。初期 の
悪 は一見一部の悪 の観 をもち 局地的 悪 として抗議 の焦黙が鮮 明に見 える。 これ
に比す れば後期 の悪 はその普遍化 の故 に抗議 性 も輕 く受 け取 られてい るが 、 し
か し 「眞」は依然 としてそ こに存 在 してい るので ある。
Caldwe11の世界 は白人貧 農や黒 人の生活 を緯糸 とし、 性意 識 を経 糸 として
織 り出 され た繍模 様 と考 える ことが 出來 る。Grotesqueなhorribleな事件 の
客観描爲の巧み さはHemingwayに類 す る とは批評 家の認め る所で あ るが、
(註4)彼 に はHemingwayの扱 う如 き懇 愛 ものはな い。描 鴇 は前 述 の 通 り
na七uralisticであるが、好 んで下暦 民 を封 象 とす る所 に彼 自身のhumanistた
る本質 が窺 われ る。Na七ralismはhumanismに封 す るレ ジろタンスで ある と
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の考 えは世界 観につい て言 う問題で あろ うが、偶 々 これ をCaldwe11の場 合 そ
の手法 と人生観の問題 として轄用出來 そ うで ある。
資 力な き もの は近代農業経 螢には無縁の徒た ることを悟 らす に、依然土地へ
の執 着 をたち切れ ぬ貧農 の群。下暦砒会 に於 け る湊道義観 、それは道義 の頽 塵
では な くして道義以前 の歌態で あ る。貧 困 と獣性 の共 存す る泥 沼。無智 を母胎
とす る紳 への信仰。環境 悪 と個 人善意の逼塞 によ る享樂 と諦 観。紳 の確か な手
に象徴 され る決定論的宿命槻。Troublemakerは白 人か黒 人かの問題 。これ ら
の醜 を姫 んで描 いて居 るが、眞意 は これ らの問題が救 い難 き もの と して書 き棄
て られ た もの とは思 われ ない。救治策の提案 は もとよ り文 士本來 の業で は ない
か も知れ ないが、例 えば黒 人i封策 として``Theway七〇handle七hecolored
is七〇s七〇p七reatingthemthewayGradyDunbar七reats七hemandIet
七hemgotoschoolandge七aneduca七ionandearnt・heirlivinglike
theres七〇fus.There'sPlentyofroomin七hisbigcoun七ryfotalllof
us・bla・kandwhitealik・・"(AH・u・ei・・h・UpZ・・ds・・h・S・ventρ・n;
JudgeLOveJoyの言)の 如 く作 中 人 物 に 語 ら せ て い る職 な ど 注 意 を要 す る。
以 上 封 照 の 必 要 か ら初 期 と後 期 の 作 品 を 中 心 に 諸 特 徴 の 推 移 を 考 え て 見 た
が 、 そ れ で は 中 期 の 作 は ど うか 乏 の 問 題 が 淺 る で あ ろ う。Caldwel1は職 時 特
派 員 と して ソ ヴ ィ干 ト赴 い た 關 係 か ら、 職 争 關 係 の もの が 二 三 あ る が 、(All
ArightLong:AハloveloLプCuerrillαMarfareinRussiα,1942;All・Outon
theRoadt・Smolensk,1942)これ は 寧 ろ際 物 的 な 意 義 を持 つ もの と考 え られ
る。 これ らを 除 き彼 は依 然 と して 南 部 の 下 暦 民 の 黒 人 を 樹 象 と し て い る 。
TragicCr・undでは 職 時 中 に 農 を 棄 て て 都 会 の 工 場 へ 移 つ た もの が 、 突 然 の
工 場 閉 鎖 で 忽 ち 貧 民 街 に入 る。 郷 に 入 つ て は郷 に 從 わ ん とす る家 族 と、な お 予
女 の 堕 落 を防 が ん とす る 家 族 と の 封 比 が 書 が か れ て い る。AH・useinthe
Uplandsは珍 ら し く農 業 貴 族 を主 人 公 とす る が 、 そ の 自 壊 作 用 と之 を救 は ん
とす る努 力 が 示 され 、 階 級 渡 落 の 過 程 を 暗 示 して い る。 爾 作 品 は共 に 甲 斐 な き
抵 抗 と諦 観 の 世 界 を描V・てV・る の で あ る 。ThisVeryEarthは 父 組 の 業 た る
農 を棄 て て 都 会 に 出 るが 正 業 に つ か す 、 子 女 の 堕 落 に 手 を 撲 い て い る 父 親 の 姿
tコー ル ドウェルの描 く世界(27)
が 描 か れ て い る 。 これ はTragicCr・undと共 に 、 土 を離 れ た 人 々の 悩 み 、 即
●
ち一度都会の生活に染んだ者の魂は、再 び農 の素 朴 に還 らぬ ことを示 してい
る。そ してそ こに大地への信頼一 紳への信仰 と共に一 が失われて、動揺 と
不安が はじまることを示す。 中期の ものは このように初期か ら後期への過渡的
な特徴 を表わす もの として意義 を持つてV・る。更にGaldwellva就いては鼓に
鰯れなかつた短 篇の世界や、全作 を通 じての喜劇性め問題等があるが、 これ ら 、
は改めて論する機会を得たい。
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